
旧那覇市垣花方言のアクセント体系

1. はじめに

旧那覇市垣花方言のアクセント体系について述べる この小輸
は， わたく しが， 昭和34年4月より， 昭和3 5年3 月までの一

年間琉球大学の研究生として， 仲宗根政善先生の御指導をうけつ
つ， まとめあげたレポート『垣花方言の音韻体系』の中のアクセ

ントに関する部分に， 引をく わえたものである.

1. 1 言語の所在地 垣花方言とは， 昭和20 年までは， 沖縄
合ヂ"，、少

県那覇市住吉町・垣花町・山下町の三町 (とれらを俗に垣花とい
Sヌーマ 合チ タ グシタ

い ， さ らに住 吉 町を儀 間， 垣花町 を湖 城 と も い った)におい て，
話 されていた方言である しかし， 上記三町の九割ちかくは， 昭
和20年以降， 米軍の港湾施設として接収使用 されており， そこ
に住民であ っ た人 々 に は， 現在 ， おもに ， 那覇市重民町 ・ 山下町
(もとの位置よりやや移動している)および安謝区に住んでいる.

その数はおよ そ 5000�6000人と推定される.
1. 2資料 この小論を書く に用いたおもな資料は， わたくし
の父母を被調査者として， その発訴を観察し記録した も の で あ
る.

被調査者
ひ が まきお
比嘉政一 明治 38年生(尋高卒)
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比嘉オト、明治42年生(尋小卒 )
両被調査者とも ， 昭和19年， その言語地域をはなれるまで， い
かなる他の地域にも居住したことはない.

1. 3 記号 音声記号は簡略表記を用L、， [ ] の 中 にいれて
示し， 音韻記号は / / にいれて示した. (( )) の中には意味を示
した. その他の記号はその都度説明する.

2. 音素およびモーラ

アクセントについて述べるまえに， この方言の音素 ， モーラな
どについて略述する.

2. 1 音素
子音音素 ( /c/であらわす)
/ ?， h， ' K， k， g， τ ) t， p， b， t{， c， Z， S， r J m， n/ 

半母音音素 ( /5/であらわす)
/i， w/ 

母音音素 ( /v /であらわす)

/i， e， a， 0， u/ 
モーラ音素
/N， Q/ 
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この方言において， 注意すべき音素についてのぺる.
("， τ， p， '1(は喉頭化をともなう無声無気音である.

首里方言・玉城村奥武方言などにおける(d(は， この方言にお
いては /げとなる.

(Q(はいわゆるつまる音であり， 音節の頭位にたたないが， /N(

ははねる音で， 音節の頭位にもたつ
2. 2 モーラ 上の諸音素は， 単独であるいは互に結合してモ
ーラをなす.

モーラは次の四つの型がある

(cv ( (csv ( (CN( (Q( 

この方言にあらわれるモーラと それに該当する音声をあげる.

(M (?e( (?a( (?o( (?u( (?wi( (?we/ (?wa( (?ja( (?ju( JM 
口iJ口eJ口aJ[?oJ 口uJ 口wiJ口weJ[?waJ口jaJ [?juJ 

JhiJ (heJ Jha( Jho/ JhuJ JhwiJ (hweJ JhwaJ JhjaJ JhNJ 

[hiJ [heJ [haJ [hoJ [huJ [φiJ [φ凸[φaJ[ÇaJ 

j'i/ j'eJ j'a( j'o( j'uJ j'wiJ j' we/ j'waJ j'jaJ j'N( 
[j汀 [jeJ[aJ [oJ [uJ [wiJ [weJ [waJ [jaJ 

J"iJ ("e( J"aJ ("oJ J"uJ J"wiJ J"weJ J"waJ 
[k'iJ [k'eJ [k'iJ [k'oJ [k'uJ [k'wiJ [k' weJ [k' waJ 

(kiJ JkeJ Jka/ /koJ /kuJ (kwi/ JkweJ (kwaJ 
[k'iJ [k'eJ [k'aJ [k'oJ [k'uJ [k‘wiJ [k'weJ [k'waJ 

JgiJ /geJ (ga( /go/ /guJ JgwiJ (gwe/ (g waJ 
[giJ [geJ [gaJ [goJ [guJ [gwiJ [gweJ [gwaJ 
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Jpi( JpeJ JpaJ (poJ (pu/ 
[p'iJ [p'eJ [p'aJ [p'oJ [p'uJ 

JbiJ Jbe( (ba( (oo( (bu( 

[biJ [beJ [baJ [OOJ [ buJ 

(mi( (me( (ma( (mo( (mu( 

[ miJ [ meJ [ maJ [moJ [ muJ 

/τi( (τe( (τa( (τo( (τu( 

[ t'iJ [t'eJ [ t'aJ [t'oJ [t'uJ 

(ti( (te( /ta( (to( (tu( 
[t刀[t'eJ[t'aJ [t‘oJ [t‘uJ 

(ni( (ne( (na( (no( (nu( 
[niJ [neJ [naJ [noJ [nuJ 

(ri( (re( (ra/ /ro( (r u( 

[riJ [reJ [raJ [roJ [ruJ 

('li( (，叫 ('1a( ('1o( ('lu( 
[ t' õiJ [t'õeJ [t'õaJ [ t' õoJ [t'õuJ 

(ci( (ce( /ca/ (co( (cu/ 
[t‘fiJ [ t'feJ [t'faJ [t‘JoJ [t'fuJ 

(zi( (ze( /za( (zo( (zu( 

[õiJ [õeJ [õaJ [õoJ [õuJ 

/si( (se/ (saJ (so( (su( 
[fiJ [feJ [saJ [soJ [suJ 

IQ / 
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3. アクセント

この方言においても， アクセン卜の音声的な型はいろいろ と で
てくるが， それらをかんたんでしかも体系的なものへ と ま と める

ために音韻論的 処理をこころみてみた.
3. 1 この方言のアクセントの音韻的型 ( 以後， これをたんに型

と よび， í音声的型J と 区別する) の弁別的特徴は，
( 1 ) アクセント核 (以後これをたんに肢 と いう) があるかな
L、7J'.

(2 ) あればどのモーラにあるか.
(3 ) 高くは じまるか低くは じまるか.

と いう点にある.

なお， 核は 原則 と して， 第一モーラ と 最後から二番目のモーラ

をのぞき， どのモーラの 上にも位置しうる.

ーモーラをOであらわし， 核を1低くは じまるものをし 高
くは じまるこ と を「であらわす と すれば， 型の体系は次のように
なる と 考えられる.

o ro 0 ro 0 0 ro 0 0 0 

lO O '  lO 0 0' lO O O O 寸

ro  0寸 0'0 0 l O  0'0 0 

ro 0'0 0 
ro 0 0 0 0 ro 0 0 0 0 0 

lO 0 0 0 0'  l O  0 0 0 0 0寸
LO 0 0寸0 0 LO 0 0 0"'0 0 

lO 0寸 o 0 0 lO 0 0'0 0 0 

r o  0吋0 0 0 l O  0'0 0 0 0 

ro 0寸0 0 0 0
なお ， 一つの語は， 一つのアクセントの型を有するが， 他の語

と と もに一つの型を共有するこ と もある.

3. 2 上にあげた型の具体的な実例をあげるまえに， この方言の
アクセントの非弁別的特徴についてのベる.

( 1 ) ニモーラからなる裂は， すべて音声的には中平型 〔ト0

0]である.
(2) /叫， /，N/， /Q/の直前には 原則 と して アクセントの高低

の境目が来ない.

例 ( [・ 1は高いモーラ， 以下同じ)

/ha/Ce'i/ [0・・ ]((はかり》

/?a qa'a/ [0.. ] ((明日》

/ta mu'N/ [O..J ((薪》

ただし， 次のような場合はその限りでない.

/ha 'a 'i/ [00・ ] ((針》
/CU'u'N/ [00・ ] ((来る》

/?i'e'i/ [0.. ] ((伝言》

/tu'i 'N/ [O..J ((取る》

すなわち， まえに長母音があったり， すぐ後に/，v/， /， N/がつづ

く時には， /， v/， /，N/ のまえにアクセントの境目ができる.

( 3 )  語 と 語が結合して複合語をなす場合 ， そのアクセントの
主主は， 先行する諾のアクセントに左右される.

例 1.

Cコ
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/fOO/ + /foo/-/roooo/ 

tr ni si/ + trka zi/--/f nis i ka zi/ 

《北)) ((風)) ((北風》
/LOO "'/+ /fOO/-/LOOOO "'/ 

/L?u su "'/ + /rka zi/-- /L?u su ka zi/ 

《潮)) ((夙)) ((潮風》
/fOO "'/ + /roo/-/roo"'oo/ 

/r?u mi "'/ + /fka zi/--/r?u mi "'ka z i/ 

《海)) ((風)) ((海風》
例 2.
/roo/+/rooトー/roooo/
trjana/ + /rku si/--/rjana gu si/ 

《悪い)) ((癖)) ((悪い癖》
trOO/ + /LOO "'/一一/roooo/
/nana/ + /Lku mi "'/一一/rjana gu mi/

《悪い)) ((米)) ((悪い米》
/fOO/ + /roo"'/一一/roooo/
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お (4) �わゆる平板型に属する語のうち ， 六モーラ 以 上 の 語

l回 (複合語が多い ) は次のような音声的特徴をもっ.
tE 
跨
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/rjana/十/rhuni "'/一一-/f jana hu ni/

《悪い》 《舟》 《悪い舟》

( イ) 奇数モーラの語および奇数モーラの諾が先行し てできた
後合語は六モーラ白から下降する.

(ロ) 偶数モーラの語および偶数モーラの語が先行してできた

複合語は五モーラ目から下降する.
(ハ) ( イ ) のうち三モーラ語と三モーラ語が結合して 出来た

複合語は， 平板を維持する傾向が強い.

その他二， 三の音韻論的に無視されるべき現象があるが， それ
は. 実例にふれつつ述べていくことにする.
3. 3 型の実例 各アクセント型の実例を若干の説明を加えつ

つあげる. それぞれの型の右側にその音声的な型を示した. たと
えば，

/LOOO "'/ ( 1 )  [00・] (2 ) [0・・1
の場合， ( 1) ( 2 ) とも/LOOO "'/の音声的な型であることを示
す. なお実例のうち ( イ) は語だけの型， ( 2 ) は語に 助詞のついた
型である. また， ・は高いモーラ， 0は低いモーラをあらわす.

/ro/ [0] 
/t>wa/ ((子)) /qu/ ((人》

/roo/ [00] 
( イ) Jhana/ ((鼻》

/ki 'i/ ((毛》
/?u 'i/ ((上》

(ロ) /t>wanu/ ((子の》
/qu nu/ ((人の》

/LOO "'/ [00] 
( イ) /hana/ ((花》

/ki'i/ ((木》
(ロ) なし

.-< 
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/fOO'/ [00] 
(イ) /?umi/ ((海》

びん
/bi'N/ ((瓶》

(ロ) なし

/fOOO/ [000] 
(イ) !kibusi/ ((煙》

/kaze'i/ í(かぎり》

/τa'aqi/ ((二つ》
(ロ) /hananu( ((鼻の》

(qukara( ((人から》

(LOOO'/ (1) [00 ・] (2) [0 ..] 
( 1 ) 

(2 ) 

(イ) (gamaKu/ ((腰》
/haγi/ ((�十》

(ロ) /?aminu/ ((雨が》

/hananu( ((花が》

(イ) (kusu'i( ((薬》
(gaza'N( ((蚊》

(ロ) /hana'i( ((肩か》

(?ami'i( ((雨か》

/O'OO( (1) [ ・00] (2) [ ・・0]

(1) (イ) なし

(ロ) /huninu/ ((舟が》
(?uminu( ((海が》

/?aguτu/ ((あるから》

( 2) (イ) なし
(ロ) /bi'Nnu/ ((瓶が》
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/fOOOO( [0 000] 
( イ) /?imikuzi/ ((意味， わけ》

/kubikazi( ((首筋》

(ロ) /?amakara/ ((彼処から》

/ciKaranu/ ((力が》

(LOOOO'/ (1) [00 ..] 
(2) [000 ・〕

(1) (イ) /nuK:uziri( ((のこぎり》

/ka'aga'a/ ((影》
(ロ) /jamaτunu/ ((大和の》

(?iqikara( ((池から》

(2 ) ( イ) /?abiγN/ ((叫ぶ， 呼ぶ》

/suriγN/ (( そろう》
(ロ) (maja'anu/ ((猫が》

(LOO'OO/ (1) [0 ・00]
(2) [・・00]
(3) [00 ・0]

(4 ) [0 ・・0]

(5 ) [・000]
(1) (イ) /?usaK:aτi( ((神事のときの寄付等》

(ロ) (ciburunu( ((頭が》

(2 ) ( イ) fjo'osa'N( ((弱L、》



また， trOO" OO/という型に属するものとみるか ， 判明せず，
その 処理が， この方言のアクセント体系をたてる上で， 大きな問

題となっている. すなわ ち ， /muτ o げN /[・OOOJは， /muτa_ 

guτu/ [0 ・OOJ ((漏ったので》と同じようなアクセント型をも

っていて， その特殊な構造のためにアクセントの頂点が前へ移動

し たものとみるか， または， /muτi ka ra/ [・・OOJ((漏ってか

ら》と同 じアクセントをもっていて， 同じくその環境のために，

， アクセントが変化したとみるか， 現在， ど ちらにもとれない.

しかし ， 4 モーラのアクセント型の新しい型ではなくて， 既に出

ている型のいずれかに属するものであろう

/ roo寸00 / [・・OOJ
(イ) /?u mi bar:a/ ((海岸》
(ロ) /huni ka ra/ ((船から》

/ rooooo / (1) [OOOOOJ 
(2 ) [・・・・OJ

/?ina mu ruqi/ ((料理の名》
/haτa gasi ra/ ((のぼり》
/nisi ka zinu/ ((北風が》
/ ka ma bulI:unu/ ((かまぼこが》
なし
/?a si bu'N ri/ ((遊ぶと (l、う) )) 
/?aqiS a'N ri/ ((厚いと ( " ) ))  

この [・・・・OJとしづ音声的な型は， 段後が /ri/ と い う
cη 
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(イ)

(ロ)

( イ )
(ロ)
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(2 ) 

ma'aqinu/ ((松が》
なし

lμc印u山，
/代山kμi口1γ'Nri叫i/ ((蹴ると ( " )リ 》

この (3 ) の類にはいるのは， ，'LOOO" /の型に属する動詞の

う ち ， 第二モーラが /， v /であるものに， 助詞 /ri/ ((と》がついた

ものが大部分で為る. それが ， 音声的には [0 0 ・ OJと なっ
て， これを / LOO寸00 /の型の中にいれることは 一見妥当で

ないようであるが ， 次のような解釈が可能であり， /LOO" OO/ 

に属することがわかる. すなわ ち ， 一般に!LOOO寸/の型に属

する語は1モーラの 助詞が後につくと， 核が 前に 移動し て /LO
0"00 / となる. ところが， ここにあげたんγi'N / に 助詞 /ri/
をつけたものは， 核が移動すると， /L ki'i" 'N ri/ となるべき であ
る. だが ， まえにも述べたように ， この方言においては， / ，v / と
いうモーラの前にはアクセントの境目が来ないのが 原則であるの

で ， 核が移動することなくて ， 結局， [0 ・OOJとならず ， [0 

0 ・OJとなったとみるのである.

(4) 

(ロ)
(イ)
( 1'1) 

(3 ) 

なし
/ta mu'N nu/ ((薪が》
/ ku mu'inu/ ((沼が》

(イ) /muτO 'O ' N / ((漏っている》

/ kaqeγN / ((書いてある》
この( 5 )の具体的な例は， すべてこのような/cv cv 'v ' N /という
構造であるので， ILOO" OO/に属するものとみるか， あるいは

(イ)
(ロ)

( 5 )  
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助詞でおわっている単位にだけあらわれる. この /ri/ ((と》 いう
助詞は， 他の lモーラの 助詞とことなり ， それが接続することに
よって特殊なアクセントの 音声的な型があらわれる (まえにのべ
た/ki γNri/ [00 ・O J ((蹴ると》の例もそれである). 柴田武先

生は， この /ri/ がついたものが， はたし てlアクセント単位と

し て扱えるかどうか検討する必要があるといわれたが， 確かにこ
の /ri/という 助詞が アクセン卜体系をたてる 上で ， いろいろ問
題を含んでいることは事実である. し かし ， 現在の 段階では， そ

の 処理の 上で ， 解決を見いだすことは困難である. このような現
象は首里方言にもみいだされているようであり ， 当方言との 厳密
な比較研究が必要となってく る.

/LOOOOO '/ ( 1) [0000 ・]
( 2 )  [OOO..J 

( 1) (イ ) /ciqi na ga mi/ ((月見》

/ ?a zi tciγN/ ((預ける》

(ロ) /ka 'a ga 'a nu/ ((影が》

( 2 ) (イ ) /si zi ri ba tcu/ ((硯箱》

/ ?i ri ga sa 叫 《はし か》

(ロ) /'凶i ga ka ra/ ((男から》

上の ( 1) ( 2 ) 両方の例をみく らべてみると， [OOOO.J 
/ciqi na ga mi/と [ OOO..J /si zi ri ba tcu/ と が 音韻的に対立し

ているようにみえる. し かし ょく 考察し てみると ， その 音声的な
ちが1，、が， 造語 上の ちが\，、からきたものでおるこ主がわかる. す
なわ ち ， [OOOO.J は 2 モーラの語に 3モーラの語がついて

できた語にあらわれ， [OOO..j は 3 モーラ の謡に 2 モーラ 噌

の語がついてできた語にでることがわかる. 故に， それらは / LO 的

0000' / にまとめられるものであるとする. し かも， [000 
0 ・ J[ OOO..Jいずれも 1モーラ の 助詞をつけると [0

00・OOJとなることからし ても ， それがうなずけると思う

し かし ， 語給合の ちがL、が ， アクセントの 音韻論的 処理にどれほ

どの 役割をもつか， 考慮検討を要すると思われる.

/LOOO 'OO/ ( 1 )  [00 ・OOJ
(2) [O..OOJ 

( 3) [OO..OJ 
(4) [OOO.OJ 

( 1) (イ ) /hi ra hwa gu sa / ((おおばこ》

/ ?u τu r凶a 'N/ ((恐しL、》

(ロ) j?asi za ka ra/ ( (下駄から》

/nu tcu ziri nu/ <<のこぎりが》

(2) (イ) /ha go' o sa 'N/ ((きたない》
/ ?u τu 'i muqi/ ((接待》

( ロ) /ku su 'i ka ra/ ((薬から》

( 3  ) (イ) なし

( ロ) /ka 'Nsu ' i nu/ ((かみ そりが》

/z川bU'N nu/((知恵が》

(4 ) (イ ) なし
( ロ) f?a bi γNri / ((呼ぶと ( �、う) ))

/ta r:i 'i 'Nri/ ((立てるとれ、う) ))



(4 )の音観論的 処理については， ILOO" OO Iの音声的型[0 /ku 'Nqi b u su lCu/ ((根気のない状態》

0・ OJの 処理に準ず (ロ) Ihaτa raqa 'anu/ ((働きものが》

/LOO"OOO/ (1) [0・OOOJ Ika ma zi sa'anu l ((むっつり屋が》

(2 ) [・・OOOJ (イ) に属するものは， 3. 2 の(4 ) で述べたように ， 3 モーラ

(3) [・OOOOJ の語と三モーラの語が結合した複合語である. (ロ)には， /r oo 

( 1 ) (イ) I?叫a gi γNI ((顔を 上にむける )) 0001 に属する名詞で， 最後の二モーラが Icv川(同母音の速

続) となっているものに 1モーラの 助詞がついたも の が 属 す

る.
( 2 ) (イ) なし

(ロ) Icu ra sa guτu l ((きれし、から》

/?u sa lCaτinu l ((御神酒代の》

(2 ) (イ) /ja 'asaτa 'N/ ((ひもじかった》

Icu 'uτO 'O 'N/ ((強くなっている》

(ロ) Ija Q sa gu r:u/ ((やすL、から》

(3) (イ) Inaq e'e旬、/ ((生んであった》

(ロ) /jaτe' eguτu/ ((破ってあるので》

1咲 (3 ) の音韻論的 処理は， ILOO"OO Iの音声的型〔・OOOJの
まま 処理に準ず.

/roo寸000/ [・・OOOJ入
ヰ』

(イ) Ihun i si'NlCa l ((舟のり仲間》
/?u mi si guτu l ((海での仕事》

(ロ) /hi ri ka ra ru l ((縁からぞ・ー 》
/roooooo/ ( 1 )  [OOOOOOJ 

(2 ) [・・・・・OJ
(3) [・・・・OOJ
(4 ) [・・・OOOJ

(1 ) (イ ) /ci lCa ra si gu r:u l ((力のいる仕事》

hm

ト

Q

仰

h代

将

酬明

怪

露

国情

巴一

(ロ) Ina ma zi bu 'Nnu l ((今頃の》
l?a lCa geγNri/ ((明るくなると》

( 3 ) (イ) /?u r:u ra ICa sa 'N/ ((音高い(名高し、))) 
/mi lCa ziqi ma ju/ ((三日月の様な眉》

(ロ) /ka ma bu lCu ka ral ((かまt宮こから》
/ta bi ziτa lCu nu/ ((旅仕度が》

( 4 ) (イ) /?a r:i ha mi γi N/ ((あてはめる》
/ku 'Nta b e'i 'N/ ((ふんじばる》

(ロ) なし
/LOOOOOO" / (1) [00000・ 1

(2 ) [OOOO..J 
( 1 ) (イ) /?u si ru si gaτa/ ((後すがた》

/cu lCu 'i bana si/ ((作り話(事実でない) )) 

/ku r:a 'Nr i 'i 'i 'N I  ((くたびれる》
(ロ) {li ri ga sa 'anu/ ((はしかが》

L{) 
σて》



/?a'Nraqa 'anu/ ((とかげが》

( 2 ) (イ) /?a"aqi可i?uιi/ ((早起き》

/?aruru "asu'NI ((驚かす》

/ha'abe'eru'u/ ((蝶々》

(ロ) なし

(1) (2) の(イ ) に二つの名詞， ((後すがた))((早起き》 が [0
OOOO.J と[OOOO..J とで対立をみせているが， これ
も， 複合語をつくる場合の， 語の結合のちがL、によっておこる変

化でゐるとみられる. すなわち， 複合語をつくり出す場合に， う

しろに結びっく語が奇数のモーラの語であるか， 偶数モーラの語

であるかによって， そのアクセントの音声的な型が左右される.

171Jを次にあげる.

(A) 偶数モーラの場合
( a )  /?amare'i/ + Imusi/ = /?amare'imu si/ 

《雨だれ)) ((虫》 《やすで》

( a') /ta"a/十/?isi gaqi/= /ta"a'isigaqi/ 

《高)\ ((石垣)) ((高い石垣》

上の例の(a) (a') とも， [OOOO..Jとなる.
(B) 奇数モーラの場合
( b ) /?a可a'a/+ /?asaτi/ = /?qa'a?asaτi/ 

《明日)) ((明後日)) ((一両日》
( b') /nu suru/ + /gu'u hu/= /nusurugu'u hul 

《盗人》 《こぶ)) ((足の外側の突起》
上の例の(b) (bっとも， [OO OOO.J となる.

なお， (a) (a') (b) (bっとも1モーラの 助詞をつけると， [0 由

OOO.OOJとなる. 以 上述べたことから，(a) (a') (b) (b') 的

とも /LOOOOOO '/ にまとめられると思う.
/LOOOO 'OO/ (1) [000・OOJ

(2) [OO..OOJ 
(3) [OOO..OJ 

( 4) [OOOO.OJ 
(1) (イ) /na'Nrurusa'N/ ((すべっこい》

/hirigusasa'N/ ((なまぐさい》

(ロ) /siziriba"unu/ ((硯箱が》

/so'Mibuninu/ ((肋骨が》
( 2 ) (イ ) /ji'ig o' osa'N/ ((かゆい》

/?u jahaγu zi/ ((親や担父母》

(ロ) /gusumiqikara/ ((軟骨から》

/ka'Nne'inuru/ ((雷がぞ(なる) )) 
(2 ) の(ロ) には /LOOOO '/に属する名詞に2モーラの動詞

をつけたものがなる.

( 3 ) (イ ) なし

(ロ) /?azi"eγN ri/ ((預かると》

/tabMubu'Nnu/ ((煙車盆が》

/misima"e'i nu/ ((飯椀が》

( 4 ) (イ ) なし
(ロ) ftasiKiγNri / (( 助けると》

I?az!"i'川ri/((預けると》



快
挙
.ιー

;、
-l' 
々、
ト

ILOOO寸000/ (1) [00・ OOOJ
( 2) [ O.. OOOJ 

(1) (イ) /'N Ka si ba na si l ((昔ぱなし 》

I'ina gu wa ra bi l ((女や子供》

(ロ) /ci buru ka ra ru /  ((頭からぞ》

Iga ma Ku ja τi 'NI ((践でも》

( 2  ) (イ) t?uru'N tu'Nqi l ((貴族などの住居》
(ロ) Iga za'Nja gu τu l ((蚊であるから》

IL OO'OOOOI (1) [0・ OOOOJ
( 2) [・・ OOOOJ

(1) (イ) I?a ma τ0'0τa'N / ((余っていた》
(ロ) /cura sa τa gu τu l ((美し かったから》

( 2 ) (イ) Imu Q 司0'0τa'NI ((持っていた》
( ロ) Ija'a sa τa guτu l ((ひもじかったから》

Iroo寸00001 [・・ OOOOJ
(イ) l?u mi h a'Nme'el ((漁夫などの海での食事》
(ロ ) Ihu ni si 'N Ka nu l ((船のり仲間が》

以 上， 垣花方言におけるアクセントの型と その音声的な具体的
品 例を紙数の許すかぎり， あげてみた し かし ， それらの音韻論的
収
対
l国
lE 
降
隠
田

処理が， 完全なものでないことは無論のことであり， まだ数多く

の問題を含んでいる. たとえば， 複合語のアクセントはどう扱わ
れるべきであるか. また， アクセントの裂を認める単位を何に求

めるかな どは， もっと研究を要するものであろうし ， そのために

は， 他の諸方言との比較研究も， 必要であろう . こうし、った点か

ら， この小論は， あくまでも一つの試みであり， もっと分析追求
されなければないものである.

3. 4 核の移動

垣花方言においては， アクセント核の移動が比較的ひんぱんに
起る. 次のような例はその典型的なものである.

/Lci buru 'l ((頭》 に 助詞 Inu l((が， の)) ( /nu l だ け でな く ， 1モ
ーラの助詞ならなんでもよい)， IL ci bu ru 'nu /と はならず， /L ci­

bu 'ru nu /となり， 核が前へずれる現象をおこす.

ちなみに東京方言 においては， l'a ta ma 'l ((頭》 は， 助詞 IDa l

をつけても， /， a ta ma ' lの核はそのままで， /，a ta ma 'Da lとなる

垣花方言のこのような現象は， 次の一般的な特徴 ( あるいは 原

則というべきか) のために起こるものと考える. すなわち， 3， 1 
においても述べた.

グ俵後から二番目のモーラには核はこない" とし寸原則である.

IL ci bu ru ' /が Inu lと結びついて， IL ci buru ' nu lと は な ら ず，
ILcibu 'ru nu lとなるのは， そのためであろうと思う. /Lcibu ru ' 1に

2モーラの助詞， たとえば， Ika ra l ((から》 をつけると， 核 は そ

のままで， IL ci buru 'ka ra /となる. そのことからしても， 上にあ

げた 原則が核の移動に関係があることがわかる. 次にあげる現象
もすべて同じことがL、える.

/r?u mi'/ー→I?u'mi nu l 

《海)) ((海の》 r、
σ3 



印刷iqi '/-→/L?a/Caqi 可inu/

《あかつき)) ((あかつきの》

4. おわりに
以上で， 垣花方言のアクセント体系についての小論をおわる.

欲をいえば， 各方言とのアクセント対応についても， ふれてみた
かったのであるが ， 紙数の都合で， 割愛した.

なお， このノj、論をまとめるにあたり， 仲宗根政善先生， 国立国

語研究所の柴田武先生， 琉大英語英文学科の成田義光先生 ， その
他のかたがたから， いろいろと御指導， 御教示をいただいたこと 沼
に対し て心からお礼を申しあげます.
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